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平
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二
十
八
年
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月
十
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日 

次
号
は
一
月
発
行
予
定 

 

編
集 

逗
子
市
環
境
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
課 

 

協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
五
十
字
以
内
の 

景
観
に
関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

食
も
す
る
が
、
子
ど
も
が
ま
だ
小
さ
く
ゆ
っ
く
り
食
事

で
き
な
い
の
で
、｢

う
ち
食｣

が
確
実
に
増
え
た
。
そ
し

て
そ
の
気
楽
さ
に
味
を
し
め
、
マ
マ
友
、
大
人
だ
け
で

の
飲
み
会
な
ど
で
も｢

う
ち
食｣

が
増
え
つ
つ
あ
る
。 

私
は
子
ど
も
を
産
む
ま
で
都
内
に
住
ん
で
お
り
、
仕

事
終
わ
り
や
休
み
の
日
に
友
達
と
会
う
時
は
外
食
だ

っ
た
。
結
婚
、
引
っ
越
し
、
家
を
建
て
た
な
ど
大
き
な

理
由
が
な
け
れ
ば
家
に
呼
ば
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
今
、
月
に
２
回
以
上
の
ペ
ー
ス
で
ポ
ッ
ト
ラ
ッ

ク
パ
ー
テ
ィ
ー(

一
人
一
品
持
ち
寄
る
食
事
会)

が
開
か

れ
る
。
持
ち
寄
る
お
か
ず
は
事
前
に
ご
飯
系
、
野
菜
系

肉
、
お
や
つ
な
ど
な
ん
と
な
く
打
ち
合
わ
せ
る
。
こ
れ

の
お
か
げ
で
お
金
を
払
っ
て
料
理
教
室
に
行
か
な
く

て
も
持
ち
寄
り
の
お
か
ず
の
レ
シ
ピ(

そ
の
家
で
お
い

し
い
も
の
を
持
っ
て
く
る
か
ら
味
は
保
証
さ
れ
て
い

る)

を
聞
け
る
。 

料
理
の
腕
に
自
信
が
な
い
、
時
間
が
な
い
場
合
、
逗

子
に
は
お
い
し
い
パ
ン
屋
も
多
い
し
駅
前
の
魚
屋
や

小
坪
漁
港
で
刺
身
用
に
捌
い
て
い
て
持
っ
て
い
っ
て

も
よ
ろ
こ
ば
れ
る
。 

友
人
宅
、
海
、
週
末
な
ら
ば
池
子
の
森
。
木
陰
に
レ

ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
敷
い
て
、
持
ち
寄
り
の
ご
飯
を
食
べ

て
、
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
テ
ン
ト
の
中
で
赤
ち
ゃ
ん
は
昼

寝
、
マ
マ
達
は
お
し
ゃ
べ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
花
摘
み

「
今
日
は
ど
こ
集
合
？
」 

 

逗
子
に
住
み
５
年
経
ち
、
子
ど
も
を
中
心
に
知

り
合
い
が
増
え
た
。
そ
し
て
そ
の
人
た
ち
を
家
に
呼

ん
だ
り
呼
ば
れ
た
り
す
る
機
会
が
と
て
も
増
え
た
。

も
ち
ろ
ん
お
い
し
い
気
さ
く
な
お
店
も
多
い
の
で
外

し
た
り
、
虫
を
捕
ま
え
た
り
。
ま
た
お
な
か
が
す
け
ば

お
や
つ
を
食
べ
に
戻
っ
て
き
て
。 

肩
ひ
じ
張
ら
な
い
こ
の
感
じ
が
子
育
て
し
や
す
い

エ
リ
ア
と
し
て
逗
子
が
選
ば
れ
る
理
由
な
の
か
も
し

れ
な
い
。 

文 

中
村 

千
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「晴れた日の神武寺山」 絵 ごとう あこ（５歳） 

 
「縄文時代に思いを馳せて」  

絵 浦上 未央（あこママ） 

 

 



 

 

 

瓦版編集担当 逗子市環境都市部まちづくり課  

瓦版のバックナンバー・瓦版冊子は逗子市庁舎一階、まちづくり課窓口、市民交流センターに配架しています。 

逗子市ＨＰ、逗子の景観まちづくりフェイスブックにもアップしていますのでご覧ください。 

逗子の景観を考える vol.18 

逗子の良好な景観を保ち、形成していくために、これまで景観条例や景観計画によってルールが決められてきま

した。景観づくりは、ルールを作ればそれでいいというものではありません。「地域でどんな取組をしたら良い景観

が創りだされるのか分からない」、「そもそも逗子の景観なんて考えたこともない！」そんな方々にも、改めて私た

ちの住んでいる逗子の景観について考えてもらう、そんな機会が景観シンポジウムです。 

これまでに開催されたシンポジウムでは、景観形成重点地区の紹介や他市事例の紹介、ステキ発見フォトコンテ

ストや瓦版フォーラムなどを行いました。フォトコンテストを基に景観資産に登録するなど、景観シンポジウムは

景観への取組に直接結び付く大切なイベントです。まちの景観に関心をお持ちの方はぜひご参加ください！ 

  

 

景観シンポジウムってなに？ 

「第 24回 逗子コミュニティパーク 2016秋」 

【主 催：逗子コミュニティパーク実行委員会】 

日 程：2016年 11月 5日(土)・6日(日)  

※小雨開催・入場無料 

時 間：10:00〜19:00 ※6日は 17:00終了 

会 場：亀岡八幡宮 

 

「湘南邸園文化祭 2016」＠逗子会場 

【主 催：NPO法人逗子の文化をつなぎ広める会】 

■文化財住宅で聴く「平家物語」 

日 時：2016年 11月 5日(土) 14:00〜16:30 

会 場：長島孝一邸 参加費：3000円 

※要予約 申込：zushibunkanokai@gmail.com 

 

■逗子の別荘邸園を散策し、逗子なぎさホテルを偲ぶ 

日 時：2016年 11月 6日(日) 14:00〜16:00 

集合場所：逗子市役所 参加費：1000円       

※要予約 申込：ｋatsuya.yamamoto@jcom.home.ne.jp 

「景観シンポジウム  ～美しいまちづくり  私たちにできること～」  

日 時：2016年 11月 26日(土) 14:00〜16:30   会 場：市民交流センター２階会議室 

～プログラム～ 

第１部 基調講演 「逗子の景観への取組みについて」 

    講 演：横浜市立大学 教授 鈴木伸治さん 

第２部 パネルディスカッション 

「どんな街並みにしたい？私たちにできること」     

第３部 グループワーク/交流会 

１．景観計画推進プラン（案）の紹介 

２．グループワーク 

  「活動内容、課題、今後の取組について」 

 

 

逗子の景観への取組が始まって１０年。今年は、逗子市

景観計画を実際の活動にあてはめて推進していくため、景

観計画推進プランの策定を検討しています。すでに地域の

景観づくりに活躍されている方も、これから取り組んでみ

たい方も、逗子の景観づくりに参加しませんか？ 

当日は景観条例や景観計画の策定にご尽力いただいてい

る鈴木先生の基調講演を始め、市民の方を中心としたパネ

ルディスカッション、自治会や町内会の美化活動をされて

いる方々との交流会など、景観について盛りだくさんな内

容です！お気軽にご参加ください☆ 

 

  

 

     

【主催：逗子市環境都市部まちづくり課】 

秋のイベント情報♪ 

 

 

入場無料 

自由参加 


